
ChatGPT に聞いてみた スピード違反の罰則 

「日本の道路交通法における「最高速度超過」に関する刑罰（罰則）は、超過した速度の幅によっ

て変わります。以下に速度超過の幅ごとの刑罰（反則金・違反点数・罰則）をまとめます。」 

 

🚗 速度超過の刑罰（一般道・高速道路） 

【1】反則行為として処理される場合（軽微な超過） 

超過速度 一般道での処罰 高速道路での処罰 

15km/h未満 
反則金：9,000円（普通車） 

違反点数：1点 
同左（一般道と同じ） 

15km/h以上 20km/h未満 
反則金：12,000円（普通車） 

違反点数：1点 
同左 

20km/h以上 25km/h未満 
反則金：15,000円（普通車） 

違反点数：2点 
同左 



超過速度 一般道での処罰 高速道路での処罰 

25km/h以上 30km/h未満 
反則金：18,000円（普通車） 

違反点数：3点 
同左 

※反則行為に該当する場合は「前科」にはなりません。 

【2】刑事処分となる場合（重大な速度超過） 

超過速度 一般道での処罰 高速道路での処罰 

30km/h以上 
6か月以下の懲役または 10万円以下の罰金 

違反点数：6点（免停 30日） 

6か月以下の懲役または 10万

円以下の罰金 

違反点数：6点（免停 30日） 

50km/h以上 
同上（※）ただし悪質性が高いと判断された場合、

刑が重くなる可能性あり 
同上 

※警察の裁量や悪質性（危険運転とみなされる場合）によって、起訴され略式裁判や正式裁判に

移行し、「前科」が付く可能性があります。 

【3】免許停止・取り消しとの関係 

違反点数 処分内容（初回の場合） 

6点 30日免許停止 

12点以上 免許停止または免許取り消し（累積で判断） 

 

📌 注意点 

• 速度超過が著しい（例：100km/h制限の高速道路で 180km/h走行など）場合、「危険運

転」や「道路交通法以外の刑法（過失運転致死傷など）」が適用される可能性もあります。 

• 過去の違反歴や事故歴により、同じ速度超過でも処分が重くなることがあります。 

必要であれば、個別のケース（例：過去に違反があった場合や業務用車両のケースなど）にも対

応できます。 
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